
イクボス推進事業 【長崎県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ２６３ 千円

交付金額 １３１ 千円

事業番号 ②

〇「長崎女性活躍推進会議（事務局：長崎県経営者協会）」
〇「ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン」

【地域の実情】
女性が活躍できる職場環境整備が必要
・男性の育児休業取得率：10.2％※：R3長崎県労働条件等実態調査
（対象：常用労働者5名以上の事業所）
本県の子どもを有する共働き世帯の１日あたり家事・育児時間
[H28社会生活基本調査]
・家事：夫 60分【全国 85分】、妻214分【全国217分】
（妻と夫の差154分）
・育児：夫112分【全国132分】、妻178分【全国190分】
（妻と夫の差66分）
【課題】
企業における女性活躍・家庭と社会生活の両立
・結婚・出産時において約5割（全国値）の女性が離職し、出産時の退
職理由として「育児等に専念するため自発的に辞める」が１位だが、
仕事を続けたいが両立が難しい（継続就業の制度がなかったを含む
）」が2位（全国値）となっており、不本意な離職が見受けられる。
・男性片働き世帯よりも、共働き世帯の割合が高くなっており 、男女
が共に家事・育児等を担うことが重要となっている。 しかし、本県の
子どもがいる共働き世帯においては、家事・育児等の多くを女性が担
っている 。
・企業における人材育成支援や働きやすい職場環境づくり、男性の
家事･育児等への参画促進が必要となっている。

事業を経済団体に委託することで、他の経済団体や
企業等とより深い連携を図ることができた。

企業において、経営者の意識改革、業務改善、ダイバーシティ
経営を行い、女性を始めとした誰もが働きやすい環境づくり、男
性の家事・育児参画促進、男性の育児休業取得促進のために、
引き続き管理職層を対象に、理解・意識の醸成を目的とした人
材育成事業を行う。

① 経営者・管理職層が主体的に女性活躍推進に取り組むことが
必要であるため、市町と連携した事業運営が必要である。

② 男性の家事・育児等への参画を促進するため、市町・関係団
体・企業等と連携して、これまでに制作した各種ツールを活用
しながら県下全域での気運を高めていく必要がある。

講座の受講者数
【目標：50人 実績：29人】

目標に対して21人少なく、目標値を達成することはできなかった。



事業の概要

【事業②イクボス推進事業】

【開催日】 令和４年９月２１日

【講 師】 安藤 哲也 氏（NPO法人ファザーリング・ジャパン代表理事）

【参加者】 ２９名

【セミナーの内容】

（１）安藤氏による講義
「男性育休をニューノーマルに～多様性推進へのボーリング１番ピン～」

（２）取り組み事例発表
シンフォニー稲佐の森 施設長 丸山慎一郎

取得者 内野靖浩

【ポイント】
①男性の育児休業取得による経営効果
男性にとって育休を取ることは、①父親のスタートアップ②家庭内留学③休業

ではなく「修業」と３つのポイントをあげた。
子育てはパパは育児参画することで、コミュニケーション力の向上、マルチタスク能力、マネジメント力の３つがアップし、

仕事力向上にもつながるので、企業経営にもプラスになる。

②「イクボス」の役割
現代の管理職に必要なマネジメント力は、多様な働き方を実現でき、個々の強みを活かし合うことで成果をあげる職場

を作ること。そのために重要なのは、社員の※ 「心理的安全性」を高めることであり、その役割はイクボスの務めである。

※「心理的安全性」とは、組織の中で、自分の考えや意見を誰に対しても安心して発言できる状態のこと。
「心理的安全性が高い」＝誰もが意見を言い合える、率直に疑問を聞き合えること。
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